
2009 年度アートマイルプロジェクト評価シート 

■基本情報について教えてください。 

学校名［ 金沢市立金石町小学校 ］  担当教諭［正元 由美子 ］ 

児童生徒の学年・クラス・参加人数：［３年１組３９名］［３年２組３９名］［３年特殊学級２名］ 

実施期間：   2009 年 １１月 ～ 2010 年 ３月 

交流：無 ・ 有 国名[  アメリカ  ] 学校名[ メルリッジ小学校  ] 学年[  ３  ] 担当教諭[  Ｄｉａｎｅ         ] 

実施教科・時数 

アートマイルに関連した時間
すべて（総合は外国語活
動、環境など中身がわかる
よう）。必要に応じて行を追

加してください。   

教科 単元名 時数 

総合 Ｉ ＬＯＶＥ かないわ ５＋課外 

道徳 伝統文化，国際理解 ２ 

英語 自己紹介をしよう ３ 

 

■作品について教えてください。 

題（テーマ） 
Ｉ ＬＯＶＥ かないわ ～昔の金石から未来を考える～ 

 

絵に込めたメッセージ 

自分たちの住む「かないわ」。社会や総合の学習で今の金石や昔の金石の良いところ，直して

いきたいところを調べ，学校や地域の人，他地域の学校の人たちに発表してきた。その発表の

一貫として，金石の良いところに一つである「伝統文化」をアメリカの友だちにも伝えたいと思い

作品の絵を計画していった。 

・昔から伝わる金石地区の伝統である祭りの山車（ひきやま），悪魔払い 

・伝説となるお話の「あめかい幽霊」 

・伝説の人「銭屋五兵衛」 

 

■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活動内容 児童生徒の反応 実施教科 

導入 

10 月 交流国の紹介 

総合の学習内容を外国の子どもたち

へも広めようというねらいで始める 

驚いていたが、昨年度の 6 年生のイタリアとの

交流を見ていたので、とてもやりたがり、喜んで

いた。 

 

情報 

収集 

７～9

月 

10 月 

総合で地域の伝統について調べる 

 

交流校の場所や写真をグーグルマップ

を用いて紹介 

 

アメリカの交流校の写真が石川県の金石町か

ら見ることができることに大変驚き、自分の学

校のまわりとの違いを比べていた。 

 

テーマ

検討 

10 ～

11 月 

どんなテーマで何を取り上げるかを話し

合う。 

金石の伝統として、アメリカの学校にも

ぜひ知ってほしいものを話し合いで検討

し決定した。 

自分たちの調べたことや地域に存在するもの

を伝える喜びが伝わってきた。相手がびっくり

するものや日本らしい（金石らしい）ものを選ぼ

うとそれぞれ真剣に話し合っていた。 

 

 

制作 

12 ～

1 月 

実行委員を中心に構図決め、下書き、色

塗りと尐しずつ進めていった。図工の先

生に協力してもらい、構図や下書きのア

イディアをもらった。 

色の塗り方を図工の先生に指導していただき、

全員が尐しずつ丁寧に塗り進めていった。一つ

ずつ作品ができあがるのが楽しみな様子であ

った。 

 



鑑賞 

２ ～

３月 

交流校からも一ヶ月半ほどで完成して戻

ってきたので、相手国の文化や取り組み

の様子を鑑賞した。 

交流校の絵の制作の様子を動画で見ることが

でき、本当に一緒に制作したという実感がわい

ていたようだ。 

 

■学習目標と成果はどうでしょうか？（「重視」には指導にあたって重視したものを１位～５位まで記入を、「先生の手応え」

はすべてについて以下の１〜５で評価してください。） 

             （５：とても身についた ４：身についた ３：どちらともいえない ２：あまり身につかなかった １：まったく関連がなかった） 

つけたい力・指導目標 重視 先生の手応え そう感じた場面・理由 

コミュニケーション・スキル 
 

５・４・３・２・１ 
自己紹介の交流ができたから 

 

情報活用能力（収集・発信） 
 

５・４・３・２・１ 
相手国の情報を調べる時間をあまり取ら

なかったから 

人間関係をつくる（交流相手・学級内） 
 

５・４・３・２・１ 
実行委員中心にうまく進められたから 

 

協同作業をする力（役割・段取り） 
３ 

５・４・３・２・１ 
段取りよく進められ、子どもたちの協力体

制がよかったから 

異文化の理解 
１ 

５・４・３・２・１ 
アメリカの特徴がそのまま絵に表れてい

てインパクトがあったから 

自文化の理解・自分を見つめる 
２ 

５・４・３・２・１ 
総合での地域のよさを十分に表すことが

できたから 

表現力 
４ 

５・４・３・２・１ 
図工の先生の協力もあり総合の学習の

成果がでていたから 

学習を追究する意欲 
５ 

５・４・３・２・１ 
相手国のことを進んで調べる姿がほしか

ったから 

作品を鑑賞する力 
 

５・４・３・２・１ 
年度内に作品が返ってきたので、ゆっくり

ふり返ることができた。 

 

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成果 課題 

時間があまりなかったのに、図工教諭の協力のもと、段取り

よく作業が進められ、子どもたちも進んで活動できたので、

作品的にはとても満足した仕上がりとなった。 

申し込みが遅く、絵を完成することで満足してしまい、相手

国との交流があまりできなかった。自己紹介やプレゼントの

交換が出来たことは良かったが、もう尐し相手国について調

べ子どもの興味関心を持たす必要があった。 

 

■アートマイルに対する校内・保護者や地域の方の反響はどうでしたか？ 

担当教諭や子どもたちによる広報の機会 校内・保護者や地域の方からの反響 

授業参観時に廊下において掲示し参観してもらう。 

学校ホームページに掲載し、作業の様子や完成した作品を

見てもらう。 

地域の新聞にも掲載された。 

新聞の切り抜きを持参する子や参観日の懇談会でアートマ

イルのことが話題に上がることがあった。 

 

■その他ご感想・アートマイルプロジェクトへの要望などありましたらどうぞ。 

特にありません。いろいろありがとうございました。 

 


